
令和８年度事業計画

重点事項 

1. 橋梁・鋼構造物塗装工事には計画・設計・施工の各段階で、高度で特殊な技術を

要するため、元請負受注体制の維持を図るとともに、受注者側の立場で発注者に対

する陳情・要請を行い、会員要望の諸問題の解決に当たる。 

2. 橋梁・鋼構造物塗装工事施工の合理化、コスト縮減などが図れる「高塗着スプレ

ー塗装工法」の一層の普及を進め、技術発表大会、技術講習会等の開催を通じて会

員企業の技術力の向上を図る。 

3. 新規加入会員増加を図るとともに、合理的・効率的な協会運営とあいまって、当

技術協会の活動基盤の強化を図り、各地区との充分な意志疎通を計りながら地区の

事情に応じた事業活動を推進する。 

1．総務委員会

(1) 組織財務分科会

1）事業計画及び収支予算の検討・立案を行う。

2) 諸規程の制定及び改正の検討・立案を行う。

3）役員及び会員等の褒章、表彰及び建設マスター・ジュニアマスター顕彰の申請に伴う

選考及び審査を行う。 

(2) 教育研修分科会

1）２級土木施工管理技術検定（鋼構造物塗装）受験準備講習会を東京、大阪、福岡の 3か

所で実施する。併せて、所要のテキスト・問題集等の修正及び作成を行う。 

2）技能検定（鋼橋塗装作業）に対する協力を行う。併せて、予備講習会を開催する地区へ

の支援・協力を行う。 

3) 火災事故再発防止教育講習会を実施する。

(3) 広報分科会

機関誌「Structure Painting―橋梁・鋼構造物塗装」及び広報パンフレット編集の企

画・立案を行う。 

(4) ＤＸプロジェクト分科会

情報技術（ＩＴ）の普及・浸透による社会のデジタル化が進む中で時代の変化に対応す

るための取り組みと情報発信の活動を行う。 



1) ＨＰの会員専用ページの活用（各種Ｑ＆Ａや情報共有）。

2) 各地区と連携し、活動記録の発信と情報共有を行う。

3) 各委員会の活動のサポートを行い成果物に繋げる（ＰＲポスター作製等）。

4) 2 級土木講習会や研修などの取り組みのサポートを行う。

5) ペーパーレス、電子化などの SDGs の取り組みを行う。

6）他業界との意見交換、技術・安全の取り組みの連携（ビジュアル本作成等）

2．技術委員会 

(1) 技術講習会等の実施

1) 技術発表大会の実施

2) 高塗着スプレー塗装施工管理技術者認定講習会及び技能者講習の実施

3) 北海道・東北・北陸地区合同研修の実施

4) 技術講習会の実施

5) ２級土木施工管理技術検定（鋼構造物塗装）受験準備講習会の実施

(2）調査、研究・開発、市場展開

1）官公庁、地区委員会、会員及び他企業の依頼調査・相談への対応

2)「高塗着スプレー施工技術」の市場展開

3）塗装工事等の先端情報収集及び活用

4) 素地調整に関する研究

3．安全委員会 

1) 各地区で実施される安全パトロールの情報収集を行う。

2) 有害物質取り扱いマニュアルの検討の意見交換を行う。

4. 技術者認定委員会

塗装工事技術者を対象に高塗着スプレー塗装技術に関する講習と認定試験を行い、試

験結果等を第三者機関である本委員会において審議、合否決定を得て会長が「高塗着スプ

レー塗装施工管理技術者」として認定する。



5．地区委員会

(1) 北海道地区委員会

1) 他団体との情報交換及び周知活動

2) 北海道防錆防食協会若手技術者向け講演会

(2) 東北地区委員会

1) 地区総会の開催

2) 地区委員会の開催

3) 鋼構造物塗装に関する各種講習会への参加の促進

4) 諸官庁への要望・広報活動

5) 安全講習会・安全パトロールの実施

6) 技術講習会の開催

(3) 関東地区委員会

1) 地区総会の開催（６月開催）

2) 地区委員会の開催（年５回）

3) 有害物質対策で発注されている研削材を回収・再利用するブラスト工法及び集塵機能

付き電動工具での作業において必要な（設備・装備・工種）の検討。

及び発注者への提案（２月にアンケートでの回答を完了）→今後の仕様に注目

4）日本塗料工業会及びブラスト施工技術研究会でのビジュアルブック作成への協賛活動

5）諸官庁への要望・広報活動（有害物質対策要望活動→関東地整・東京都 etc）

マスメディアを活用した広報活動

6）東京都建設局との災害協定締結後の運用拡大を目指した活動

7）安全講習会・安全パトロールの実施

火災事故再発防止講習会(首都高速道路㈱)

安全パトロール

8）各種講習会の実施

高塗着スプレー塗装施工管理技術者認定講習会及び技能者講習会

２級土木施工管理技術検定（鋼構造物塗装）準備講習会

(4) 北陸地区委員会

1）地区総会の開催

2）地区委員会の開催(年 2回)

3）諸官庁への要望・広報活動

4）安全講習会・安全パトロールの実施

5）技術講習会・研修会の開催

6）１・２級技能検定（鋼橋塗装作業）に協力



7）河川・道路クリーン作戦の実施

8）諸官庁への技術協力

(5) 中部地区委員会

1）地区会員総会の開催

2）地区委員会を４回開催

3）高塗着スプレー塗装施工管理技術者及び技能者講習会の開催に協力

4）１・２級塗装技能検定（鋼橋塗装作業）及び講習会に協力

5）諸官庁 (国土交通省・名古屋市・名古屋高速道路公社)からの調査及び設計業務委託の

依頼に対する受託 

6）安全パトロールの実施

7) 新技術発表会の開催

(6) 近畿地区委員会

1）地区委員会の開催

2）諸官庁への要望・広報活動（建専連入会に向けての活動）

3）安全講習会・安全パトロールの実施

4）２級土木施工管理技術検定（鋼構造物塗装）準備講習会への協力

5）技能検定（鋼橋塗装作業）への協力

6）CCUS ID の取得促進（大阪昭和会主催の集団健康診断にて案内ブースを設置予定）

7）小規模なパネルデスカッションの開催

(7) 中国・四国地区委員会

1）地区総会の開催

2）地区委員会を 4回開催

3）諸官庁への要望・広報活動

4）技術講習会の開催

5）１・２級技能検定（鋼橋塗装作業実技・学科）講習会に協力

6）安全パトロールの実施

(8) 九州地区委員会

1）沖縄・九州地区委員会を開催する。

2）地区会員の拡大活動をする。

3）「橋の日」実行委員会イベント等に参加する。 

4）宮崎大学と共同研究（錆の発生・錆安定化剤）を実施する。

5）発注機関に広報活動を実施する。

6）技能検定の事前講習会を実施する。

7）技能検定（鋼橋塗装課題）の改善検討会を実施する。

8）安全パトロール・安全研修・技術研修会等を実施する。


